
令和３年度穂北中学校だより

２月号

「さいと学」や「校則」についてオール西都で考える、

①今後必要となる｢対話

力｣をつけたい

②失敗してもいいので様々

なことに挑戦したい

③多くの人と出会いネット

ワークをつくりたい

④好奇心や個性を伸ばしていきたい

他、企画立案したい／視野を広げたい／社会貢献したい 等

↑ 先輩方と話す中で様々な意見が出てくるようになりました！

穂
北
中
Ｈ
Ｐ

校長

月

日
（
金
）
、
西
都
市

四
役
や
生
活
委
員
会
の
代
表

『
未
来
を
創
る
の
は
私
た
ち
自

午
後
は
、
さ
い
と
学
を
通
し
て
ど

１２

２４

内
の
全
中
学
校
の
代
表
（
生

生
徒
な
ど
７
名
が
参
加
し
ま
し

身
！
』
と
い
う
意
識
の
も
と
、

の
よ
う
な
力
を
つ
け
る
べ
き
か
、
そ

徒
会
役
員
等
）
が
一
堂
に
会

た
。

午
前
中
の
研
修
で
は
、
校
則

の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
学
び
を
行

し
、
来
年
度
か
ら
の
「
さ
い
と

妻
中
学
校
の
視
聴
覚
室
を

検
討
の
具
体
的
な
進
め
方
や

う
べ
き
か
に
つ
い
て
多
様
な
視
点

学
」
の
内
容
や
「
校
則
検
討
」

会
場
に
、
中
学
生

名
、
教
職

留
意
点
に
つ
い
て
、
日
向
市
の

か
ら
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
、

３５

に
つ
い
て
研
修
や
熟
議
を
行

員

名
、
市
内
外
の
社
会
人

大
王
谷
中
生
徒
会
や
東
京
の

協
議
内
容
を
絵
と
文
字
で
記
録

２１

１２

う
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
初
開
催
し

名
、
妻
高
校
生

名
が
参
加
し

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
タ
リ
バ
、
県
弁
護
士

す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
も

２２

ま
し
た
。
本
校
か
ら
も
生
徒
会

熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

会
等
か
ら
学
び
ま
し
た
。

穂
北
中
生
が
挑
戦
し
ま
し
た
。

西都市中学校生徒フォーラム開催！

オープニングトークの様子

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞに

挑戦する穂北中生

妻高校の先輩や社会人の思い

ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾚｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞによる記録

熟議の様子

生徒たちの意見
さいと学で

どんなことがやりたいか



気を抜くな 世界に笑顔 あふれるまで （３年 早田凪沙）

思い込み 先入観が 差別生む （２年 濵砂陽和）

はなれても 近くにいるから 大丈夫 （２年 谷口紗雪）

守りたい 心の底から 笑顔をね （１年 橋口紗季）

信じるの その情報は デマかもよ （１年 黒木柚稀）

穂北づくり協議会の皆様、いつもありがとうございます！

みんなで記念写真

月

日
、
恒
例
の
注
連

こ
と
も
あ
り
、
か
な
り

１２

１９

縄
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

上
手
に
作
れ
て
い
ま
し

注
連
縄
は
、
天
照
大
御
神

た
。
下
級
生
た
ち
も
、

が
岩
戸
隠
れ
か
ら
お
出
ま

地
域
の
方
々
に
教
え
て

し
に
な
っ
た
際
に
、
二
度
と

い
た
だ
き
な
が
ら
、
な

岩
戸
に
入
れ
な
い
よ
う
に

ん
と
か
全
員
が
注
連

縄
を
張
っ
た
の
が
始
ま
り
と

縄
を
完
成
し
、
達
成
感

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
域
と

を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

現
世
の
結
界
と
し
て
、
農

家
に
持
ち
帰
り
、
お
正

耕
文
化
の
象
徴
で
あ
る
わ

月
の
注
連
飾
り
に
し
た

ら
を
綯
っ
て
つ
く
り
ま
す
。

７
ご
家
庭
も
多
か
っ
た

な

現
代
の
生
徒
に
と
っ
て
縄

と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た

を
綯
う
の
は
結
構
難
し
い

伝
統
文
化
を
伝
承
し

作
業
で
す
が
、３
年
生
た
ち

て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆

は
一
昨
年
に
経
験
し
て
い
る

様
に
感
謝
致
し
ま
す
。

▼講師の方々

人権標語を作成しました

恒例のしめ縄つくり



今年は県の武道推進事業を活用し、武道となぎなたを体育の授業で各４時間実施しました。専門の武田

先生（相撲）と吉村先生(なぎなた)にお越しいただき、１・２年生が楽しも真剣に、武道に取り組みました。

新入生説明会を実施！ もうこんな時期…

保健体育の授業で武道に取り組んでいます。

１
月

日
、
穂
北
小
と
茶
臼
原
小
の
６
年
生

１９

と
保
護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
入
学
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。
学
校
紹
介
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
校
長
と

生
徒
と
の
対
談
形
式
に
よ
る
学
校
生
活
紹

介
、
部
活
動
主
将
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
と
自
作

動
画
を
使
っ
た
部
活
動
紹
介
な
ど
を
行
い
、

穂
北
中
の
取
り
組
ん
で
き
た
対
話
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

数
名

３０

の
新
入
生
の
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

穂北中の歴史を調べてみました

団塊の世代の頃は生徒数781人の大規模校でしたが、高度成長期に
は人口の都市流出で生徒数が減少。その後も、少子化等の影響で生

徒数の微減が続き、現在に至っていることが分かります。

上穂北村立

上穂北中

生徒数404名

昭40.3.31

久野分校閉校

昭５１．１

現校舎完成

昭６２．４

東陵中統合 平8.11.17

50周年式典

昭33市政施行

西都市立穂北中

昭30妻町と合併

西都町立穂北中



▼三段落としの滝 ▼久野集落の風景 ▼学校跡地の石碑(昭57建立)

学
校
史

考

冬
休
み
に
校
長
室
の
史
料
を
整
理
し
て
い
る
と
、
様

々
な
学
校
史
を
目
に
し
た
。
団
塊
の
世
代
時
に
は
七
八
一
名
も
の
生

徒
が
い
る
大
規
模
校
だ
っ
た
こ
と
、
東
米
良
の
東
陵
中
統
合
、シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
移
植
や
現
校
舎
の
完
成
等
々
。
だ
が
、
と
り
わ
け
気

に
な
っ
た
の
が
「
久
野(

く
の)

分
校
（
昭
和

年
廃
校
）
」
の
存
在
で
あ
る
。
久
野
と

４０

は
一
体
ど
の
辺
り
で
、
ど
ん
な
集
落
だ
っ
た
の
か
▼
確
認
で
き
る
記
録

は
、
昭
和
初
期
に
畑
江
か
ら
久
野
に
小
学
校
分
教
場
が
移
転
さ
れ
、

そ
こ
に
穂
北
中
の
分
校
を
併
設
し
た
こ
と
、
生
徒
数
は
十
名
程
度
の

規
模
だ
っ
た
こ
と
く
ら
い
で
あ
る
。
学
校
経
営
案
の
校
区
図
を
見
る
と
、

杉
安
ダ
ム
の
北
西
約
５
ｋ
ｍ
の
場
所
に
、
久
野
と
畑
江
と
い
う
地
名
が
あ

っ
た
。
江
戸
時
代
の
国
絵
図(
国
会
図
書
館
ア
ー
カ
イ
ブ)

で
は
、
穂
北
村
に
続
く

北
の
集
落
は
「
畑
江
村
」
、
更
に
大
正
時
代
の
古
地
図
（
ひ
な
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
を
見
る

と
、
穂
北
～
畑
江
～
岩
井
谷
へ
続
く
街
道
と
集
落
が
描
か
れ
て
お
り
、

移
動
手
段
が
徒
歩
の
時
代
で
は
そ
こ
が
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
▼
地
域
の
方
に
聞
い
て
み
る
と
、
竹
尾
集
落
か
ら
竹
尾
川
上

流
の
林
道
を
進
む
と
久
野
ま
で
車
で
行
け
る
と
い
う
。
軽
ト
ラ
で
休
日

現
地
に
向
か
っ
て
み
た
。
竹
尾
集
落
か
ら
竹
尾
川
方
面
へ
の
林
道
を
上
り
始
め

る
と
、
す
ぐ
に
ス
ー
パ
ー
林
道
の
よ
う
な
風
景
に
な
っ
た
。
幅
は
細
い
が
、
小
枝
や

落
石
は
き
れ
い
に
除
去
さ
れ
て
い
て
気
持
ち
の
よ
い
道
で
あ
る
。
竹
尾
か
ら
５
ｋ
ｍ

ほ
ど
上
る
と
三
段
構
え
の
き
れ
い
な
滝
に
出
会
い
そ
の
美
し
さ
に
驚
く
。
現
王

屋
敷
を
通
過
し
、
そ
ろ
そ
ろ
種
田
山
頭
火
の
「
分
け
入
っ
て
も
分
け
入
っ
て
も
青

い
山
」
が
頭
の
中
を
巡
り
出
し
そ
う
に
な
っ
た
時
、
き
れ
い
に
積
ま
れ
た
石
垣
と

静
謐
な
墓
地
、
２
軒
の
廃
屋
が
並
ぶ
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
に
辿
り
着
い
た
。
そ

せ
い
ひ
つ

こ
が
久
野
で
あ
っ
た
（
現
王
屋
敷
か
ら
約
２
ｋ
ｍ

）
▼
道
路
の
少
し
上
方
に
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
く
ら
い
の
平
地
が
拓
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
が
学
校
跡
地
だ
っ
た
。
周
囲
の
竹

林
は
、
そ
こ
で
人
々
が
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
ど
ん
な
に

山
深
く
て
も
竹
が
植
え
て
あ
る
の
は
人
が
住
ん
で
い
た
証
で
あ
る
）
。
２
つ
の
石

碑
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
学
校
や
集
落
の
歴
史
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
（
下

の
資
料
参
照
）
。
高
度
成
長
期
、
生
活
の
利
便
性
向
上
に
伴
っ
て
山
か
ら
中
山

間
地
へ
、
ま
た
地
方
か
ら
都
市
へ
と
人
口
が
移
動
し
た
。
今
、
再
び
人
口
減
少
社

会
到
来
に
よ
っ
て
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
お
り
感
慨
深
い
。（
校
長

伊
東
泰
彦
）

この辺りが

学校跡地です

隷書体で「偲母校」

と書かれています

学校跡地へ

上る道の石垣

穂北村

明29.5 上穂北村立尋常高等小学校畑江分教場設置

昭2.4 此の地に新築移転

昭22.4 上穂北村立中学校分教場として併設
昭37.4 電灯設置

昭38.4 テレビ設置

昭38 過疎現象により生徒数減少

昭40.3 中学校閉校
昭40.4 電話設置

昭41.3 小学校閉校

石

碑

記

載

事

項

元

禄

国

絵

図

【２月の主な行事】 【３月の主な行事】

2日…県立高校推薦入試 4日…代議員会

3日…キャリアみらいゼミ(中１) 8～ 9日…県立一般入試

7日…学校評議員会 11日…送別行事

9～14日…教育相談 16日…第75回卒業式

16～15日…定期テスト 18日…県立・合格発表

18日…薬物乱用防止教室 25日…終了式

22日…参観日、立志の集い(２年) 30日…離任式

最

新

詳

密

金

刺

分

懸

圖


